
［期間］ 6～10月 ［作成日］ 11月4日
［記入者］ 池田、高橋、栗田、中島、小俣

取り組み

成果（進行中のものは進捗報告）

課題

計画
【JANIC】③国際協力の担い手の育成
・NGOの研修機会の整理と情報共有（ウェブサイト）。
その他、年間計画に基づき、実施を進めていく。

下記、3種の取り組みについて各ネットワークNGOとJICAが連携をして取り組みを推進していく。
①多様なアクターとの連携促進　②市民への働きかけとファンドレイジング　③国際協力の担い手の育成

国内連携強化は進行中のものが多く、当成果の項目欄に、進捗状況を報告する。
①多様なアクターとの連携促進
【KNC】
12/24　ワンワールドフェスティバル for youth開催に向けての準備を実施中（ユース世代との連携強化）。
第7回 かんさいCSネットワークフォーラム「企業とNPO/NGO：これからの協働のかたち～SDGs時代の社会的課題をコレクティブな協働で解決に導く～」を10月4日開催。後援に
関西SDGsプラットフォームを依頼（企業との連携強化）。
関西SDGsプラットフォームへは、運営委員として理事が参画。G20に関西の市民社会の声を届けるべく、KANSAI‒SDGs市民アジェンダ策定会合が行われている。
【JANIC】
多様なアクターが集う「国際協力フォーラム（仮称）」開催に向けた企画策定を実施中JICAや企業、NGOの協力を得てコンセプト会議を開催。1/18にプレ･フォーラムを開催予
定。
【YNN】
10/6‒8、よこはま国際協力・国際交流プラットフォーム主催により、「よこはま国際フェスタ2018」を開催。
10/1 同プラットフォームと横浜市国際局が、「SDGs啓発事業に関する協定」及び「アフリカ紹介企画に関する協定」を締結。
【HIF】
10/20　国際交流・協力団体が集まり、市民とNGOをつなぐ「地球まつり」を開催（函館）
12/15　NGO・NPOが一堂に会し、「国際協力フェスタ」を開催（札幌）
【NANGOC】
7月12日に中部NGO‒JICA中部地域協議会を開催し、その中でJICA中部と東海市民社会ネットワークとの連携の可能性について提案をした。また、JICA中部と名古屋NGOセ
ンターの協働の好事例としての国際協力カレッジ、草の根技術協力事業の好事例2件を共有をした。　(JICA中部、所長以下8名、NGO側　13名の出席）
8月下旬、当センターからの依頼により東海市民社会ネットの協力を得てJICA中部から中部地域NGO,NPOへのアンケート調査の対象（JICA事業への参画や連携の可能性の
ありそうな)NGO,NPOを抽出してもらった。
②市民への働きかけとファンドレイジング
【KNC】
企業や財団、JICA関西、関西SDGｓプラットフォーム関係者とともに新たなファンドレイジングの可能性についての勉強会を10/26に実施。京都地域創造基金の可児事務局長か
ら地域基金設立の背景や現状、継続のための工夫などの共有を受け、意見交換を行った。
【HIF】
11/6‒7　NPOの組織基盤強化を本気で考える2日（テーマ：ファンドレイジング）（函館）

③国際協力の担い手の育成
【KNC】
SDGs人材育成研修『マルチ捨て行くホルダー型パートナーシップを通じて、地球規模や地域の課題を解決する人材/団体の育成』1∼3月に開催。
【JANIC】
・NGO提案型プログラム「SDGs理解・実践支援」実施。SDGs取組事例の共有等を行う「SDGs Day～SDGs時代のパートナーシップ/セクター間連携に向けて～」（12/15東
京）開催。
・HIFとともにNGOに必要なスキルの検討、能力強化の課題を整理。
【YNN】
・8/26 第2回かながわNGO学びの会開催、9～10月 NGO提案型研修フィールドワーク×2ヵ所、ワークショップ1回開催
・e‒vo(市民ボランティア）の募集、よこはま国際フェスタ2018準備活動(JICAによる会場提供）
【HIF】
4‒5月　国際協力最前線ということでNGOに関心のある学生向けの授業の開催
10‒1月  グローバル人材育成プログラムの実施（学生・一般向け）

①多様なアクターとの連携促進
・ワンフェスユース、かんさいCSネットワークフォーラムの両事業ともJICA地域センターとの連携促進には至っていない。とくに、若い世代との連携事業については、JICA地域センターを
含むマルチセクター型協働事業の形態とし、世代間及びセクター間の連携を目指すことが関西地域にとって有益と考える。

③国際協力の担い手の育成
・JICA、人材育成研修等実施NPO・企業との情報共有による機会の整理と発信。

JICAとﾈｯﾄﾜｰｸNGOが進める地域との連携強化の取組み状況・工夫が
共有された上で、今後の更なる強化に向けた課題、可能性、取組みが
示される。

JICAとﾈｯﾄﾜｰｸNGOが進める地域との連携強化に関する
・取組み状況・工夫の共有
・今後の更なる強化に向けた課題、可能性、取り組みの提案

【NGO】HIF池田、KNC栗田
【JICA】
国内事業部市民参加推進課

2018年度NGO‒JICA協議会　年間テーマ　進捗報告 

タイトル  国内連携強化
目指す状態/成果(2018年度末までに) 実施事項 主担当
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アクションプラン

JICAと地域ネットワークNGO協働 アクションプラン　2018年4月～2020年3月 20180613

テーマ 達成目標 活動内容 リード団体 実施団体
1

マルチステークホルダーの連携の機会
の創出

各地域の既存の機会の活用による国際協
力の多様なアクターが集う機会の強化、創
出

・情報共有・学習、連携機会を議論する場の設定
・既存の地域リソースや連携機会の有効活用
・各地の取り組みの共有

各地域で実施

北海道国際交流センター
名古屋NGOセンター
関西NGO協議会
横浜NGOネットワーク
JANIC

2

地域のマルチアクター連携の活性化を
主眼においた、ファンドレイジングの仕
組みの共同検討

JICAとNGOが、地域アクターと連携して基
金（仮）の設置を含めたファンドレイジング
の仕組み作りを検討、SDGsの普及・定着
を図り、達成を促す

・NGOとJICA地域拠点の意見交換・勉強会等の設定
・各地域を先行して、関西NGO協議会、関西SGDsプラット
フォーム、JICA関西にて協議の場を持ち、既存の枠組み
（JICA基金）の有効活用や新たな基金設立などファンドレイジ
ングの仕組み作りについて検討する。加えて、実現に向けた合意
が得られた場合には、具体的なロードマップの作成を行う。
・関西等の取り組みの共有

関西NGO協議会
北海道国際交流センター
名古屋NGOセンター
横浜NGOネットワーク

3 国際協力の担い手の育成とNGO人材の裾野拡大

NGO人材の育成と裾野拡大による
国際協力事業の質の向上

・JICA・NGO双方が有する人材育成機
会、人材の効果的活用
・より良い人材育成メニューの検討

・JICAによるNGOの人材育成スキームの有効活用
・地域ネットワークNGOの人材育成の事例学習（名古屋等）
・NGO、JICA、その他の人材育成機会の整理、見直し

北海道国際交流
センター・JANIC

名古屋NGOセンター
関西NGO協議会
横浜NGOネットワーク
JANIC

備考：上述ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝと関係性の深い活動　
地域ネットワークNGOとJICAの定期
協議実施 ・NGO‒JICA協議会開催日に実施（11頃予定） JANIC 各地域ネットワークNGO

NGOとJICA国内拠点の担当者間で
定期的な交流・勉強会を開催

名古屋NGOセン
ター
各地域で実施

北海道国際交流センター
横浜NGOネットワーク
埼玉NGOネット

多様なアクターとの連携促進

市民への働きかけとファンドレイジング
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1）多様なアクター連携

JANIC NANGOC KNC

事業名 地球まつり（函館） 地球ひろばイベント よこはま国際協力・国際交流
プラットフォーム

YNN－JICA横浜定例会 国際協力情報コーナー 国際協力フォーラム開催 NPOと共にSDGｓの学びあいの場 ワンフェスforYouth かんさいCSネットワーク
フォーラム

内容

国際交流・協力団
体、JICA、大学
一般市民に国際交
流・協力を広め、団
体同士のつながり構
築

JICA主催、NGO、
大学
一般市民に国際協
力、JICA研修員との
交流

JICA、YNN、市、大学
・運営委員会でイベント開催の
協議と構成団体間の情報交
換
・SDGsよこはまリンク

情報交換・討議（月
1回定例会）
地域NGO‒JICA横浜
地方協議会の実施検
討

JICA横浜の展示ス
ペースのチラシ配架
コーナーを設置、運
営。

・アクター調査
・国際協力関係者が一
堂に会するフォーラム開
催

・東海市民社会ネット
ワークの幹事会に出席し
状況を把握する。

・12/24　ユース主体の国際協力
EXPOを開催
・高校生を対象とした20のプログラム、
ブース、ポスター、助成プログラムの実施
・高校生を中心に述べ6000人の参加

・神戸、京都、大阪にて地域の中小
企業向けSDGsセミナーの開催
・地域の中小企業90社の参加をめ
ざす

NJ連携

・運営委員会年4‒5
回

JICA主催につき、
NGOは準備と参加
のみ

・運営委員会事務局会議
（毎月）
・SDGsよこはまリンク実施協議

・情報共有 ・情報共有 ・企画提案
・協賛・後援
・当日参加（登壇、参
加者）

東海市民社会ネット
ワークとJICA中部をつな
ぐ

後援・後援、広報協力
プログラム参加
運営委員会の参加と企画提案

後援、広報協力

2018
6 以後、毎月1回開催 以後、常時運営 運営委員会の立ちあげ
7 SDGsよこはまリンク勉強会 フォーラム企画 　高校生実行委員会の立ち上げ
8 アクター調査 　高校生ボランティアリーダーの立ち上げ JICA関西,SDGsプラットフォームとの

9 フォーラム協賛検討 　企画立案・調整、JICA関西との連
携検討

　　　　後援検討・広報協力依頼

10 よこはま国際フェスタ開催 　　フォーラム開催（神戸）
11 第2回プラットフォーム運営委員会
12 SDGsよこはまリンク勉強会 　2018ワンフェスforY開催 　　フォーラム開催（京都）

2019
1 調査結果まとめ 　事業振り返り
2 よこはま国際フォーラム開催 ミニフォーラム開催 成果と課題の整理
3 第3回プラットフォーム運営委員会 　　フォーラム開催（大阪）
4 2019年度方針立案

5 2019年度方針決定 フォーラム広報 中小企業向けCS/NFの在り方検討
会

6 フォーラム協賛準備
7
8
9

10 よこはま国際フェスタ開催
11 フォーラム開催
12 2019ワンフェスforY開催

2020
1
2 よこはま国際フォーラム開催 フォーラム第2回企画 JICAと東海市民社会ネットワークの協働によるSDGｓに関する活動実施
3

HIF YNN

1

マルチステークホルダーの
連携の機会の創出

各地域の既存の機会の活用
による国際協力の多様なアク
ターが集う機会の強化、創出

・情報共有・学習、連携機会を議論する場の設定
・既存の地域リソースや連携機会の有効活用
・各地の取り組みの共有

各地域で実施

多様なアクターとの連携促進
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2）市民＆FR

KNC HIF NANGOC YNN
事業名 基金（仮）設置

内容

JICA関西、関西SDGsプラット
フォームと基金創設検討、意見
集約、

関西での検討・試行の進
捗にあわせて展開

関西での検討・試行の進捗
にあわせて展開

YNN‒JICA定例会で意
見交換、ニーズ把握、
関西等他地域の取り組
みの学び

NJ連携

・仕組みづくり検討会議参加
・JICA基金との連携、活用

仕組み作りの検討

2018
6 6/4意見交換会@JICA関西
7 意見交換会@関西SDGsP運営委員会 意見交換、検討計画(1)
8 基金創設分科会立ち上げ準備 意見交換、検討計画(2)
9 地域ネットワークと情報共有 意見交換、検討計画(3)

10 　第1回分科会開催 意見交換、検討計画(4)
11 ニーズ把握
12 　第2回分科会開催 ニーズ把握

2019
1 ニーズ確認
2 　第3回分科会開催 次年度計画立案
3 　 次年度計画決定
4 N‒J協議会にて報告
5
6
7
8
9

10
11
12

2020
1
2
3

2

地域のマルチアクター連
携の活性化を主眼にお
いた、ファンドレイジング
の仕組みの共同検討

JICAとNGOが、地域アクターと
連携して基金（仮）の設置を
含めたファンドレイジングの仕組み
作りを検討、SDGsの普及・定着
を図り、達成を促す

・NGOとJICA地域拠点の意見交換・勉強会等の設定
・各地域を先行して、関西NGO協議会、関西SGDsプラット
フォーム、JICA関西にて協議の場を持ち、既存の枠組み
（JICA基金）の有効活用や新たな基金設立などファンドレイジ
ングの仕組み作りについて検討する。加えて、実現に向けた合意
が得られた場合には、具体的なロードマップの作成を行う。
・関西等の取り組みの共有

関西NGO協議会

市民への働きかけとファンドレイジング
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3）育成＆裾野拡大

HIF/JANIC JANIC NANGOC
事業名 人材育成機会 かながわNGO学びの会 NGO組織強化×地域 e‒vo SDGsﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ研修 国際協力カレッジ/Nたま等 SDGs人材育成研修 人材育成情報共有

内容

NGO/NPO、JICA、民
間企業の人材育成機会
の整理、メニュー検討

JICA委託事業
NGOの組織強化 4
回/年の講座開催

NGO提案型プログラ
ム
NGO組織強化研修
フィールドワーク、ワーク
ショップを開催

よこはま国際協力・国際
交流プラットフォームの開
催イベントを担う市民ボラ
ンティア育成

NGO提案型プログラム
「SDGs理解・実践支
援」

地域のニーズにこたえて
上記の経験からの学び
を伝える研修の実施

NGO提案型プログラム
「SDGsの実現に向けた国
際NGOと地域のNPOや
他セクターの連携促進を
担う人材の育成」

NGO/NPO、JICA、民間企
業の人材育成プログラムの整
理、共同で実施できるメ
ニューの検討

NJ連携

・研修情報・機会提供
・Partner活用

・研修実施での連携
・地域団体の発掘と
ネットワーキング

・研修実施での連携
・地域団体の発掘と
ネットワーキング

・JICA横浜セミナールーム
提供
・研修メニューの検討

地域のセンターとネット
ワークNGOの共催によ
る受け入れ

広報協力 国際協力推進員定例会議
や開発教育セミナー運営委
員会等との情報共有を通じ
て、NGOと連携・共同が可2018

6 2018年度第1回開催 第2クール第1回WS ボランティア募集10月まで 研修準備
7 第2クール第2回WS 育成計画の検討
8 2018年度第2回開催 7～8月、FW適宜実施 育成計画上の連携模索
9 情報共有会議開催 育成計画の確定

10 研修機会のとりまとめ 第2クール第3回WS よこはま国際フェスタ開催
11 2018年度第3回開催 11～1月、FW適宜実施 SDGsデー開催 研修実施（大阪）
12 e‒voの集い 成果とりまとめ（終了） 研修後フォローアップ

2019
1 2018年度第4回開催 第2クール第4回 情報・資料共有 地方研修準備
2 第2クール第5回 よこはま国際フォーラム開催
3 実施計画の見直し 実施計画の見直し 実施計画の見直し
4 第３クール開始 研修実施（候補・和歌山）
5
6 2019年度第1回 研修実施（候補・奈良）
7 研修後フォローアップ
8 2019年度第2回 研修マニュアルの共有
9

10
11 2019年度第3回 第4クール開始
12

2020
1 ウェブサイト情報更新
2
3

YNN KNC

3 国際協力の担い手の育成とNGO人材の裾野拡大

NGO人材の育成と裾野拡大による
国際協力事業の質の向上

・JICA・NGO双方が有する人材育成機
会、人材の効果的活用
・より良い人材育成メニューの検討

・JICAによるNGOの人材育成スキームの有効活用
・地域ネットワークNGOの人材育成の事例学習（名古屋等）
・NGO、JICA、その他の人材育成機会の整理、見直し

北海道国際交流
センター・JANIC
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